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「教育雑感」

昨今「いじめ」の問題が取りざたされている。

昔から、多かれ少なかれ学校というコミュニティでは似たようなトラブ

ルがあったと思う。学校は多様性に富んだ子どもたちの集合体である。さ

まざまな親を持つ子どもたちが、思春期が終わる高校生活まで、このダイ

バーシティの中で多感な心に揺れながら、それぞれが悩んでいるのではな

いかと思う。ちょっとしたきっかけでいじめる側にもなるし、いじめられ

る側にもなる。

団塊世代では一クラス50～60人であったが、今でも30人前後の学校が

多い。一年の1／2程度しか過ごさない学校で、教師が、集団の中で何が

起こっているのか、放課後や休日に何があったのかを把握するのには限界

がある。

元来、教育は「家庭」「学校」「社会」が支える「協育」であるべきである。

学校では「知識（ナレッジ）」「技術（スキル）」等を学べる。倫理、道徳、思

いやり等の心、精神については家庭で身に付くことが多い。子どもは親の

一挙手一投足を見ている。親が自分の子どもを人間性豊かな大人に育てる

責任は重い。

最近よく聞く「モンスターペアレント」は、教育問題について、学校側

に責任を押し付ける。学校側の対応に問題がないとは限らないが、双方連

携してそれぞれの役割を果たす必要があろう。親は常に子どもとコミュニ

ケーションを取り、悩みを共有し、その解決を図る。それでも反抗期の子

どもは親に悪態をつき、罵
ば り

詈雑言を浴びせるだろう。普段忙しい父親も時

にスポーツで一緒に汗をかくなど、共通の楽しみを見つけることも大切で

ある。

以前は「社会」との接点は地域社会であった。近所の“うるさい”おじさん

に、いたずらをすれば怒られた。今はその接点が希薄である。代わりにTV、

TVゲーム、インターネットという情報源がある。残酷なアニメゲーム、小

突いたり殴ったりのお笑い番組、私利私欲にかられた大人たちの惨状。さ

まざまな情報がTV等から一方的に発信され、子どもの頭にインプットさ

れる。子どもは大人の動向に敏感である。業務向上のため、売らんがため

に何をやってもいいわけではない。子どもたちに与える影響も考えて、自

分を律し、人間力を高める。子育てが終わったとはいえ、われわれも「協

育」の担い手であることを忘れてはならない。

【カザフスタン／アラベスク文様】
カザフ民族の伝統文様。国旗にも配され、民族衣装にもよく使われ
る独特な柄です。パルメット、いわゆる植物性文様の一つです。起源
は古代エジプトといわれ、日本では唐草模様として発展しました。

今月の表紙：世界の文様シリーズ


